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はじめに 
 Pd はバルクでは非磁性ながらも、ナノスケール下では強磁性を発現する。電子構造計算によれば、Pd(100)
超薄膜は量子井戸状態に起因して強磁性を発現するようになり、加えてその磁性は巨大電場を印加すること

で強磁性-非磁性間でのスイッチングが可能であると予想されている 1)。講演者らはこれまでに、SrTiO3(100)
上にエピタキシー成長した Pd(100)超薄膜を作製し、その磁性について議論を行ってきた。結果、Pd(100)超
薄膜が強磁性を発現し、その磁性が電子構造計算による予想と矛盾しない事実から、量子井戸状態に基づく

新しい磁性発現機構の存在を実験的に明らかにしている 2)。しかしながら、Pd/SrTiO3界面に生じ得る歪みや

電子状態の変化がこの新しい磁性発現機構にどのような効果を与えるかについては、まだ十分に議論が行わ

れていない。そこで本研究では、SrTiO3が約 105 K 以下で構造相転移を生じることを利用し、相転移点前後

で生じる Pd/SrTiO3界面の状態変化に起因した Pd(100)超薄膜の磁性変化について調査を行った。 

実験方法 
 Pd(100)超薄膜の作製は MBE を用いて行った。SrTiO3(100)基板上に 3 段階成長法 3)を用いることで Pd をエ

ピタキシー成長させ、それを超高真空チャンバーとフランジ接続された石英管に一度も大気に曝すことなく

封入した。このようにして作製したサンプルについて、SQUID 磁力計を用いることで低温から室温までの磁

化の温度依存性を測定した。 

結果・考察 
 図 1 に、SQUID 磁力計から得られた強磁性 Pd(100)超薄膜の磁化の

温度依存性を示す。強磁性 Pd(100)超薄膜のサンプルの他に、ブラン

クサンプルとして未蒸着の SrTiO3を準備し、測定を行った。図 1 か

ら、強磁性 Pd(100)超薄膜の磁化の温度依存性曲線が、SrTiO3の相転

移点である 105 K 付近でブランクサンプルとは異なる挙動を示して

いることがわかる。これは、SrTiO3の相転移が、Pd(100)超薄膜の磁

性に影響していることを示す。SrTiO3は相転移点以下で、結晶の対称

性が Cubic から Tetragonal に変化し、加えて c 軸方向の d 電子のエネ

ルギーが、他の 2 つの軸のものと比べて 25 meV 上昇することが知ら

れている 4)。今回の実験では、それら基板の状態の変化が Pd(100)の
形成する量子井戸状態を変調し、磁性に変化を生じさせた可能性があ

ると考えられる。講演では、磁性変化の原因について考察を深め、議

論を行う予定である。 
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